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何
庭
か
小
規
模
の
大
學
か
ら
で
も
赴
任
し
た
人
な
ら
ば
、
境
内
が
素
晴
ら
し
く
廣
い
の
に
驚
く
外
は
、
格
別
塗
っ
た
感
想
も
浮
ば
な
い
だ
ら
う
。
然
る
に
、
幸
か
、
不
幸
か
、
筆
者
は
、
此
虚
”
西
海
の
聖
地
“
を
巣
立
ち
、
遠
く
去
っ
て
天
下
の
”
赤
門
“
に
育
ま
れ
、
莊
子
の
所
謂
”
鶴
雛
“
を
慕
ひ
つ
つ
九
天
に
翻
り
、
再
び
”
練
實
“
を
求
め
つ
つ
”
梧
桐
“
な
ら
ぬ
桑
梓
に
還
っ
て
來
た
が
、
時
世
の
爲
と
は
云
ひ
な
が
ら
、
〔竹の疵〕ひしひし
比
年
以
來
、
日
に
月
に
愛
ｂ
ゆ
く
龍
南
の
相
貌
が
、
稗
稗
と
胸
に
逼
っ
て
來
ろ
。
追
記
二
一
九
輪
⑤
、
冨
曽
二
三
の
》
ロ
ミ
ョ
【
の
》
島
の
】
、
ｓの四口且開口」・ずの口巨庁罵巨］
閂
］
。
『
の
旨
の
勗
切
ゲ
の
］
。
『
の
の
ロ
閂
ご
乱
臣
泊
○
豈
○
Ｈ
ｐ
の
庁
○
ｍ
の
の
＋
と
せ
、
時
は
永
劫
常
夏
の
八
つ
と
せ
、
や
さ
し
い
心
も
な
い
じ
ゃ
な
い
黒
い
女
に
や
ほ
れ
ら
れ
る
（
同
）
九
つ
と
せ
、
此
濱
寄
す
る
大
波
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
岸
を
か
む
（
同
）
三
の
旨
の
淳
目
》
七
つ
と
せ
、
泣
い
て
は
い
け
な
い
氣
空
廿
世
紀
に
呪
ゆ
ろ
身
は
（
同
）
武
光
と
清
正
の
生
れ
し
地
（
同
）
四
つ
と
せ
、
良
し
悪
し
言
ふ
奴
は
野
暮
な
奴
飲
め
や
歌
へ
や
は
ね
廻
れ
（
同
）
五
つ
と
せ
、
意
氣
は
高
鳴
る
血
は
躍
る
龍
南
健
兒
の
意
氣
を
見
よ
（
同
）
六
つ
と
せ
、
無
爲
に
は
過
さ
ぬ
三
年
を
龍
南
へ
の
郷
愁
三
つ
と
せ
、
南
の
お
國
は
肥
後
の
國
龍
南
健
兒
の
意
氣
を
見
よ
（
同
）
、Ｃ汀。ｐのｍＦｍｏぽ。■のの庁一
宮］】のずの巴の》の】の］この庁殿、戸
庁
豈
、
の
ぽ
の
ｐ
ｍ
Ｏ
宮
四
国
ロ
の
①
巴
の
Ｎ
ｐ
の
①
ぽ
の
ご
章
鈩
口
胞
の
ご
の
ぼ
日
》
缶
目
、
の
ご
の
ぼ
日
一
意
氣
は
御
國
の
費
な
り
（
同
）
と
せ
、
泣
い
て
は
い
け
な
い
氣
が
弱
い
四
、
龍
南
の
變
貌
田］の四ｍ四口け勺］の口の四国斤一
旨
の
勗
切
ゲ
の
］
。
『
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ｍ
Ｈ
ｐ
Ｐ
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○
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○
Ｈ
ｐ
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庁
○
ｍ
の
の
ぽ
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鄙
■
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す
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。
■
の
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中 背 檜林の中はプール・右の建物は東光會館
に
打
た
れ
な
が
ら
、
昨
日
今
日
の
や
う
に
、
色
鮮
や
か
な
も
の
も
、
由
っ
て
來
る
と
こ
ろ
、
五
十
年
史
に
書
い
た
通
り
、
魂
を
寵
め
て
造
っ
た
爲
で
あ
る
。
然
る
に
、
ひ
と
た
び
眼
を
左
右
に
稗
ず
る
と
、
“
十
一
一
境
記
”
の
”
千
代
の
林
“
が
、
そ
れ
か
ら
で
も
六
十
年
經
っ
て
居
り
、
四
五
年
前
ま
で
は
、
享
亭
と
し
て
鐸
え
、
姻
蝋
の
饗
が
あ
っ
た
の
に
、
皮
肉
に
も
、
濃
緑
の
、
大
き
な
松
か
ら
、
枯
れ
て
行
く
。
武
夫
原
の
南
側
に
立
っ
て
眺
め
る
と
、
西
側
の
土
手
の
上
に
は
、
小
さ
な
の
が
、
た
だ
一
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
株
だ
け
寂
し
げ
に
残
っ
て
居
て
、
西
山
一
帯
が
、
手
に
取
る
や
う
に
見
、
も
え
る
。
北
側
に
も
、
四
五
本
残
っ
て
居
る
だ
け
で
、
龍
田
山
の
全
貌
が
、
歴
然
と
し
て
居
る
。
さ
り
な
が
ら
、
翠
の
松
も
今
は
な
く
、
そ
の
上
、
上
水
道
の
第
一
一
貯
水
池
開
鑿
の
た
め
に
、
山
肌
が
あ
ら
は
で
、
少
く
も
こ
こ
十
数
年
經
た
な
け
れ
ば
、
古
の
景
致
に
達
す
る
こ
と
は
、
恐
ら
く
困
難
だ
ら
う
。
と
も
あ
れ
、
五
十
年
史
執
筆
中
、
一
一
三
度
は
数
へ
か
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
眼
う
つ
り
が
し
て
、
正
確
の
数
を
得
ず
に
し
ま
っ
た
。
五
百
前
後
ま
で
は
、
数
へ
た
や
う
に
記
憶
す
る
が
、
現
在
で
は
、
ざ
っ
と
数
へ
て
み
る
と
、
昔
か
ら
の
松
は
、
百
株
前
後
し
か
な
か
っ
た
。
よ
く
も
枯
れ
た
も
の
だ
。
五
高
が
な
く
な
っ
た
の
で
、
龍
南
人
に
親
し
〆
’
’
一
一
一
二
二
○
大
津
街
道
沿
ひ
の
土
手
の
上
に
、
あ
れ
ほ
ど
見
事
に
柴
え
て
居
た
、
枝
ぶ
り
の
い
い
松
が
姿
を
消
し
て
、
榎
や
檀
な
ど
の
雑
木
が
、
わ
が
世
の
春
と
ば
か
り
、
そ
れ
に
代
っ
て
居
る
こ
と
が
、
先
づ
目
に
着
く
。
〃
巌
め
し
き
門
〃
は
、
七
十
年
こ
の
方
、
奮
態
依
然
と
し
て
居
る
が
、
門
を
這
入
る
と
、
す
ぐ
右
側
に
は
、
二
一
一
一
年
前
に
出
來
た
、
守
衛
の
建
物
が
あ
る
。
東
光
原
の
こ
と
は
、
前
項
に
、
中
門
外
、
左
側
の
植
物
園
の
こ
と
は
、
五
十
年
史
に
、
そ
の
來
歴
や
品
種
ま
で
、
精
し
く
記
し
て
お
い
た
。
今
で
は
、
由
緒
あ
る
蕃
滋
園
（
は
じ
ゑ
ん
）
か
ら
移
し
植
ゑ
ら
れ
た
樹
と
も
、
多
く
は
枯
れ
、
或
は
簔
へ
、
地
面
は
全
く
蕊
茅
が
原
と
な
っ
て
居
る
。
“
秋
季
雑
詠
”
の
”
苔
青
く
“
の
句
も
、
恐
ら
く
此
の
事
と
思
は
れ
る
、
比
較
的
手
入
れ
の
届
い
た
、
右
側
の
そ
れ
と
對
蹴
的
に
な
っ
て
居
る
の
も
、
五
高
と
の
連
が
り
が
、
次
第
に
薄
れ
て
行
く
や
う
な
氣
が
し
て
な
ら
ぬ
。
左
に
”
熊
本
大
學
法
文
學
部
”
、
右
に
”
熊
本
大
學
理
學
部
”
の
表
札
が
掛
け
ら
れ
て
居
る
、
中
門
か
ら
眺
め
る
車
廻
し
は
、
誰
が
何
と
言
は
う
と
、
學
園
で
は
、
天
下
一
品
。
そ
の
中
の
蘇
鐵
だ
け
は
、
さ
す
が
に
年
と
共
に
枝
を
さ
し
て
行
く
。
本
館
の
赤
煉
瓦
が
、
七
十
年
の
雨
風
ヨ
ー
ド
Ｊ
再
唱
が
割
叩
侶
、
酌
姫
よ
、
８
吋
１
郷
１
１
１
１
１
「可
￣￣■
｝
ｂ
ま
れ
た
松
ま
で
、
五
高
に
殉
ず
る
氣
に
で
も
な
っ
た
ら
う
、
な
ど
と
軽
噂
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
十
一
一
境
記
か
ら
推
し
て
老
へ
る
と
、
中
門
内
の
右
側
の
高
み
に
は
、
〃
か
た
み
の
花
木
“
が
あ
り
、
そ
の
中
に
小
松
を
植
ゑ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
膝
を
渋
す
る
茅
を
押
し
分
け
て
、
標
石
を
深
し
て
見
た
ら
、
「
裁
ゑ
て
お
く
か
た
み
の
小
松
色
そ
へ
よ
學
び
の
園
の
文
の
は
や
し
に
」
の
歌
が
、
漢
字
ば
か
り
で
刻
ま
れ
て
居
る
。
日
付
を
見
た
ら
、
昭
和
二
年
と
あ
る
。
三
つ
又
の
幹
も
枝
も
、
可
な
り
弱
っ
て
居
る
や
う
に
思
ひ
な
さ
れ
る
。
「
黒
本
植
」
と
姓
名
を
記
し
て
あ
る
の
は
、
久
し
ぶ
り
の
來
校
の
記
念
だ
と
聞
い
て
居
る
が
、
當
時
の
庶
務
課
日
誌
も
残
っ
て
居
な
い
の
で
、
し
か
と
は
分
ら
ぬ
。
寮
生
も
居
な
く
な
っ
た
今
で
は
、
そ
の
ゆ
か
り
を
知
っ
て
居
る
人
も
な
い
で
あ
ら
う
。
五
十
年
記
念
の
頃
は
、
「
瑞
邦
」
「
濟
美
」
の
二
額
は
、
篇
眞
に
し
て
、
複
製
ま
で
さ
れ
た
の
に
、
終
戦
後
は
、
二
面
と
も
取
り
除
か
れ
て
し
ま
ひ
、
瑞
邦
館
や
濟
美
館
の
名
も
、
今
で
は
そ
の
意
味
も
な
く
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
”
合
併
教
室
〃
。
”
艘
育
館
”
と
圖
示
さ
れ
、
艘
育
館
は
、
教
、
、
、
、
、
、
、
、
育
學
部
の
所
管
と
な
っ
て
居
る
。
柔
・
剣
・
弓
道
の
道
場
が
、
森
閑
と
し
て
居
る
の
は
、
教
練
の
無
い
武
夫
原
と
、
同
様
で
あ
る
。
理
學
部
と
な
り
、
教
育
學
部
と
な
っ
て
、
校
域
の
東
部
に
も
、
い
ろ
い
ろ
の
建
物
が
出
來
た
が
、
熊
本
大
學
史
な
ら
と
も
か
く
、
二
明
記
し
て
置
く
必
要
も
あ
る
ま
い
。
た
だ
、
講
堂
の
北
、
化
學
階
段
教
室
の
東
に
、
’
’
一
階
建
の
熊
本
大
學
圖
書
館
が
近
く
竣
功
し
よ
う
と
し
て
居
る
。
階
段
教
室
も
、
何
れ
は
書
庫
の
一
部
に
で
も
充
て
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
生
徒
集
會
所
”
終
譜
堂
“
に
隣
接
し
て
建
て
ら
れ
た
、
五
十
年
記
念
の
”
五
高
同
窓
會
館
”
は
、
い
ろ
い
ろ
の
都
合
で
、
こ
の
夏
以
來
、
そ
の
事
務
室
も
、
事
務
所
一
一
階
建
の
、
元
の
教
官
室
に
移
り
、
階
上
は
、
理
學
部
の
教
授
會
な
ど
に
充
て
ら
れ
、
階
下
は
、
一
一
一
室
と
も
、
非
常
勤
講
師
の
宿
所
に
な
っ
て
居
る
。
昨
年
か
ら
は
、
同
窓
倉
の
總
會
も
、
祀
宴
も
、
學
外
で
開
か
れ
て
居
る
の
で
、
會
館
を
使
ふ
こ
と
は
、
近
頃
滅
多
に
な
い
。
元
の
寮
の
一
部
で
あ
っ
た
”
知
命
堂
“
も
、
集
會
所
の
後
方
、
會
館
の
北
東
の
松
林
の
中
に
移
改
築
中
で
、
竣
成
の
暁
に
は
、
非
常
勤
講
師
の
宿
舎
に
充
て
ら
れ
る
ら
し
い
。
か
く
て
は
、
會
館
の
用
途
も
薄
將
來
果
し
て
ど
う
な
る
や
ら
、
今
の
と
こ
ろ
、
見
當
も
つ
か
ぬ
。
追
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、
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一
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二
二
四
會
館
建
設
等
の
た
め
に
は
、
小
島
。
白
壁
雨
教
授
と
共
に
、
遠
く
仙
蕊
ま
で
出
か
け
、
各
地
同
窓
諸
賢
の
醸
金
を
乞
う
た
經
験
あ
る
筆
者
と
し
て
は
、
一
入
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
熊
本
大
學
要
篦
の
略
圖
に
は
、
軍
に
、
〃
記
念
館
“
と
記
さ
れ
て
居
る
く
ら
ゐ
だ
か
ら
、
今
に
し
て
誰
か
が
、
〃
五
高
同
窓
會
館
記
”
で
も
書
い
て
置
か
な
い
と
、
そ
の
來
歴
す
ら
、
忘
ら
れ
て
し
ま
ふ
だ
ら
う
。
本
館
に
就
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
に
は
煩
を
避
け
る
。
元
の
脅
學
寮
の
第
一
寮
（
南
）
は
、
前
に
も
記
し
た
や
う
に
、
階
上
階
下
と
も
に
、
法
文
事
部
の
第
二
研
究
室
と
な
っ
て
、
一
室
づ
つ
、
教
官
に
充
て
ら
れ
て
居
る
。
第
二
寮
（
中
）
は
、
階
上
階
下
と
も
に
、
中
廊
下
を
中
心
に
、
左
半
分
は
法
文
學
部
の
、
右
半
分
並
に
第
三
寮
は
、
教
育
學
部
の
教
官
研
究
室
に
、
第
四
寮
は
、
階
上
を
法
科
の
研
究
室
に
、
階
下
を
法
科
演
習
室
な
ど
に
、
食
堂
も
改
造
さ
れ
て
、
法
科
の
合
併
教
室
に
、
炊
事
場
や
浴
場
・
病
室
ま
で
も
、
全
く
面
目
を
一
新
し
て
、
教
育
學
部
の
教
室
に
愛
っ
て
居
る
。
廊
下
も
、
室
内
も
、
靴
ぱ
き
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
因
に
、
大
學
と
し
て
の
寄
宿
寮
は
、
下
立
田
の
小
磧
橋
の
近
く
に
あ
ｈ
叩
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Ⅲ
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まいか。
ろでなければ、謂ふところの”第八”に値するだけの、規模を大にし、内容を充すことは、百年河清を待つの類ではある
五高の創立のために、少くも今の十億以上に相富する巨額を、地方税と有志の寄附によって、しかも僅か一一年間に支辮
したこと自韻が、全く驚異に値することであった。地方財政の窮屈な現今ではあるが、その黙に於て、遠くは岡山・金澤・
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大なる抱負と、それが實現への熱意に於て、遺憾なしと言へるか、どうか。職員の一人として、辱かしの極みである。先
づ學校の内部が動き、縣・市の當局が動き、縣内外の全熊本人が呼應して、然る後文部省を動かし、大蔵省を納得せしめ
・市・四學校（熊本瞥科大學、
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今でも甚だ遺憾に思って居る。
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一一一一一ハ
ろ、元の熊本語學専門學校、今の熊本商科大學の趾に移った。”學生寮“と呼ばれ、”習學寮“とは無論云はない。”仰光
館“も、績きの廊下が取り梯はれて、孤影惜然と建って居るが、近く、元の知命堂の隣に移されるらしい。昔の寮生が眺
めたら、どんなにか淋しがるであらう。龍南の歴史も、傳統も、果してどの程度に活かされて行くものか。駒場の東京大
學教養學部、元の―高が、地の利を得て居るためとは申しながら、卒業同窓生を中心に、一一億圓の豫算を以て、學生會館
の建設を企てて居るのが、羨ましくてならない。
最後に、希望を一つ。近頃、「熊本大學を、”第八“國立大學へ、」との言を耳にした。その意氣や、誠に壯とすべきだ。
來春には、昭和二十二年からすれば十年を、一一十五年からしても七年を、卒業式も第五同を、迎へようとして居る。筆者
をして率直に言はしめるならば、今更”第八“でもあるまい。それに就いては、創立前、熊本市の公會堂で開かれた、縣
・市・四學校（熊本醤科大學、第五高等學校、熊本工業専門學校、熊本藥學専門學校）代表者の協議會の席上に於て、一
言したことは、既に記したＵただ、その際、縣・市の當局者や、その他知名の士に、五高創立當時の、あの膨評たる気園
氣を、回想し、追随してもらひたくて堪らなかった。けれども、或理由で、その邊のことを纏述力説し得なかったことを、
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れぱ、 前に鰹げた、昭和二十五年一一一月末日現在の特別會員に就いて、今日（一一一十一年十二月末日）在職中の氏名を、學部別に列記す
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而
して同窓倉と直接開係ある、法文學部に就いて云へぱ、高森・上田の二教授は、惇年制に従って、遠からず、相趣いで龍南を去
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
後
の
五
高
出
身
は
、
昭
和
十
四
年
就
任
の
河
原
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な
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第五高等學校五十年史の編纂は、何の爲に企てられたのであるか。有形に無形に、常に本校の現在に活きて、之を動かし
てゐるところの過去を再検討して、断えず何等かの新計篭を樹立すべき未來に對して、適切妥當なる資料を提供せんとする
に外ならぬ。然らば過去五十年間の記録なり遺物なりを、如何なる態度を以て符逃すべきであるか。編年魑に依るべきか、
記傳艦に従ふくきか、史論霞を採るべきか、抑と時代別と爲すべきか。本書は、その何れにも偏することなく、時代に大別
したる後、他の三艦を併用せんとするものである。
大正十一年文部省編纂の學制五十年史の如きは、學制頒布以前、即ち明治元年より同五年までを第一期とし、五年の頒布
後同十二年教育令公布までを第一一期とし、それより同十九年學校令公布までを第三期とし、該令公布後、同一一一十二・一一一年頃、
その改正の必要を生じたまでを第四期とし、學校令改正後同四十年義務年限延長までを第五期とし、延長宵施後大正十一年
までを第六期とし、第六期を更に明治末年と大正とに分けてゐる。而して本校の歴史は、その第四期以後に相富するのであ
るが、學制中特殊の地位に在る高等學校は、梢とその趣を異にするので、明治元年以後學校令公布までを略述して、之が前
提と爲し、同二十年、第五高等中學校創立以後同一一十一一年までを、第一期古城假校時代とし、二十二年九月、新校開校以後、
同二十七年第五高等學校と改稲されるまでを、第一一期新校開校後の第五高等中學時代とし、同二十七年改稻以後、大正七年
現行制度制定までを、第三期第五高等學校前期と爲し、更に之を改稲以後同一一一十二年學校令改正前と、改正後同一一一十九年エ
學部分立までと、それより大正七年でとに分説し、大正七年以後現在までを、第四期第五高等學校後期と鴬し、各時代に於
て特筆すべき事を、なるべく年代順に記し、多数の正確なる賀料に基いて、出来得る限り澗断と暖昧とを避ける積りである。
加之、凡百を網羅して、之を軍に志料として胎すよりは、寧ろ一讃して本校の全貌を描いて賞ひたいと考へ、章節の如きもな
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